
　

鎌
倉
は
、
富
士
や
箱
根
の

　

鎌
倉
は
、
富
士
や
箱
根
の

火
山
活
動
が
続
い
て
い
た
頃

火
山
活
動
が
続
い
て
い
た
頃

か
ら
、
人
が
住
み
、
歴
史
を

か
ら
、
人
が
住
み
、
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
町
で
す
。
気
候

刻
ん
で
き
た
町
で
す
。
気
候

温
暖
、
海
山
に
も
恵
ま
れ
て

温
暖
、
海
山
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
や
そ
れ
が
資
源

い
ま
す
。
今
や
そ
れ
が
資
源

と
な
っ
て
、
鎌
倉
を
観
光
の

と
な
っ
て
、
鎌
倉
を
観
光
の

町
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。

町
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー
は

　

鎌
倉
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー
は

実
に
豊
富
で
す
。
寺
や
社
に

実
に
豊
富
で
す
。
寺
や
社
に

始
ま
り
、建
物
、仏
像
、絵
画
、

始
ま
り
、建
物
、仏
像
、絵
画
、

文
学
、切
通
し
な
ど
の
考
古

文
学
、切
通
し
な
ど
の
考
古

遺
跡
、草
花
、巨
木
な
ど
…
。

遺
跡
、草
花
、巨
木
な
ど
…
。

近
頃
は
、路
地
、買
物
、グ
ル

近
頃
は
、路
地
、買
物
、グ
ル

メ
の
町
と
し
て
も
人
気
で

メ
の
町
と
し
て
も
人
気
で

す
。
訪
れ
る
人
々
は
そ
れ
ぞ

す
。
訪
れ
る
人
々
は
そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ー
マ
を
持
っ
て
楽
し

れ
に
テ
ー
マ
を
持
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

　

こ
れ
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
加
え
よ
う
と
い
う
の
が
、

を
加
え
よ
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ね
ら
い
で

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ね
ら
い
で

す
。
新
メ
ニ
ュ
ー
と
は
、
今

す
。
新
メ
ニ
ュ
ー
と
は
、
今

流
行
り
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

流
行
り
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
。

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
も
二
種

　

し
か
し
、
こ
れ
に
も
二
種

類
あ
る
よ
う
で
す
。
一
つ

類
あ
る
よ
う
で
す
。
一
つ

は
、
歴
史
が
生
ん
だ
風
景
や

は
、
歴
史
が
生
ん
だ
風
景
や

空
気
、
い
わ
ば
雰
囲
気
と
い

空
気
、
い
わ
ば
雰
囲
気
と
い

っ
た
も
の
か
ら
来
る
パ
ワ

っ
た
も
の
か
ら
来
る
パ
ワ

ー
。
歴
史
な
ど
を
知
っ
て
初

ー
。
歴
史
な
ど
を
知
っ
て
初

め
て
感
じ
る
パ
ワ
ー
。
ひ
と

め
て
感
じ
る
パ
ワ
ー
。
ひ
と

ま
ず「
知
的
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ま
ず「
知
的
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
」と
し
て

ト
」と
し
て

お
き
ま
し
ょ

お
き
ま
し
ょ

う
。
う
。

　
　
　
　

今
宮
神

今
宮
神

社
の
空
気

社
の
空
気　

　

例
を
挙
げ

　

例
を
挙
げ

て
み
ま
し
ょ

て
み
ま
し
ょ

う
。
鶴
岡
八

う
。
鶴
岡
八

幡
宮
の
北
に

幡
宮
の
北
に

「
今
宮
」と
呼

「
今
宮
」と
呼

ば
れ
る
社
が

ば
れ
る
社
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

駐
車
場
と
鶴
岡
文
庫
の
間
を

駐
車
場
と
鶴
岡
文
庫
の
間
を

入
っ
た
道
の
奥
で
す
。「
新

入
っ
た
道
の
奥
で
す
。「
新

宮
」と
も
書
き
、
鶴
岡
八
幡

宮
」と
も
書
き
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
末
社
の
一
つ
で
す
。
祭

宮
の
末
社
の
一
つ
で
す
。
祭

神
は
承
久
の
乱
に
敗
れ
、
そ

神
は
承
久
の
乱
に
敗
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
隠
岐
、
佐
渡
、
土
佐

れ
ぞ
れ
隠
岐
、
佐
渡
、
土
佐

に
流
さ
れ
、
現
地
で
亡
く
な

に
流
さ
れ
、
現
地
で
亡
く
な

ら
れ
た
後
鳥
羽
、
順
徳
、
土

ら
れ
た
後
鳥
羽
、
順
徳
、
土

御
門
の
三
天
皇
で
す
。

御
門
の
三
天
皇
で
す
。

　

承
久
の
乱
は
、
源
実
朝
が

　

承
久
の
乱
は
、
源
実
朝
が

暗
殺
さ
れ
た
事
件
を
機
に
京

暗
殺
さ
れ
た
事
件
を
機
に
京

方
が
倒
幕
の
兵
を
挙
げ
た
戦

方
が
倒
幕
の
兵
を
挙
げ
た
戦

で
す
が
、
脆
く
も
敗
れ
、
名

で
す
が
、
脆
く
も
敗
れ
、
名

実
と
も
に
京
・
鎌
倉
の
立
場

実
と
も
に
京
・
鎌
倉
の
立
場

が
逆
転
し
た
戦
い
で
す
。
天

が
逆
転
し
た
戦
い
で
す
。
天

皇
の
恨
み
は
尽
き
ず
、
殊
に

皇
の
恨
み
は
尽
き
ず
、
殊
に

倒
幕
の
中
心
だ
っ
た
後
鳥
羽

倒
幕
の
中
心
だ
っ
た
後
鳥
羽

天
皇
は
、
死
後
、
怨
霊
と
化

天
皇
は
、
死
後
、
怨
霊
と
化

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
が
記
し
た
「
吾

　

鎌
倉
幕
府
が
記
し
た
「
吾

妻
鏡
」
に
は
、
後
鳥
羽
天
皇

妻
鏡
」
に
は
、
後
鳥
羽
天
皇

が
崩
御
さ
れ
た
翌
月
、
鎌
倉

が
崩
御
さ
れ
た
翌
月
、
鎌
倉

の
空
に
長
さ
三
ｍ
の
光
の
帯

の
空
に
長
さ
三
ｍ
の
光
の
帯

が
飛
び
、
京
都
討
伐
の
大
将

が
飛
び
、
京
都
討
伐
の
大
将

だ
っ
た
北
条
泰
時
が
病
に
倒

だ
っ
た
北
条
泰
時
が
病
に
倒

れ
た
と
あ
り
ま
す
。
断
食
の

れ
た
と
あ
り
ま
す
。
断
食
の

上
、
頭
に
焼
石
を
乗
せ
、
自

上
、
頭
に
焼
石
を
乗
せ
、
自

ら
命
を
絶
た
れ
た
順
徳
天
皇

ら
命
を
絶
た
れ
た
順
徳
天
皇

の
怨
霊
も
加
わ
っ
た
か
も
し

の
怨
霊
も
加
わ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
宮
神
社
は
、

れ
ま
せ
ん
。
今
宮
神
社
は
、

三
天
皇
の
鎮
魂
の
た
め
創
建

三
天
皇
の
鎮
魂
の
た
め
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
宝
治
元
年

さ
れ
ま
し
た
。
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）四
月
で
し
た
。

（
一
二
四
七
）四
月
で
し
た
。

こ
の
直
前
に
も
、
羽
蟻
が
乱

こ
の
直
前
に
も
、
羽
蟻
が
乱

舞
し
、
黄
蝶
が
群
れ
飛
び
、

舞
し
、
黄
蝶
が
群
れ
飛
び
、

由
比
ヶ
浜
の
水
が
血
の
ご
と

由
比
ヶ
浜
の
水
が
血
の
ご
と

く
染
ま
り
、
鎌
倉
中
が
大
騒

く
染
ま
り
、
鎌
倉
中
が
大
騒

ぎ
し
た
と
こ
れ
も
「
吾
妻

ぎ
し
た
と
こ
れ
も
「
吾
妻

鏡
」
が
伝
え
て
い
ま
す
。

鏡
」
が
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

天
狗
堂
の
森

天
狗
堂
の
森　

　

今
も
社
を
包
む
空
気
は
独

　

今
も
社
を
包
む
空
気
は
独

特
で
す
。
水
戸
光
圀
が
編
纂

特
で
す
。
水
戸
光
圀
が
編
纂

し
た「
新
編
鎌
倉
誌
」に
も「

し
た「
新
編
鎌
倉
誌
」に
も「

…
社
の
後
ろ
は
深
谷
也
。一

…
社
の
後
ろ
は
深
谷
也
。一

根
に
し
て
六
本
に
分
れ
た
る

根
に
し
て
六
本
に
分
れ
た
る

大
杉
あ
り
。魔
境
に
て
、天
狗

大
杉
あ
り
。魔
境
に
て
、天
狗

此
に
住
む
」
と
あ
り
ま
す
。

此
に
住
む
」
と
あ
り
ま
す
。

天
狗
の
魔
境
は
、「
太
平
記
」

天
狗
の
魔
境
は
、「
太
平
記
」

に
護
良
親
王
と
側
近
の
霊
が

に
護
良
親
王
と
側
近
の
霊
が

天
狗
と
な
り
、仁
和
寺
の
六

天
狗
と
な
り
、仁
和
寺
の
六

本
杉
に
集
い
、足
利
直
義
を

本
杉
に
集
い
、足
利
直
義
を

亡
ぼ
す
相
談
を
し
た
と
い
う

亡
ぼ
す
相
談
を
し
た
と
い
う

場
面
と
そ
っ
く
り
で
す
。歴

場
面
と
そ
っ
く
り
で
す
。歴

史
や
文
学
を
通
し
て
見
る

史
や
文
学
を
通
し
て
見
る

と
、史
跡
や
遺
跡
の
発
す
る

と
、史
跡
や
遺
跡
の
発
す
る

パ
ワ
ー
は
強
ま
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
は
強
ま
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ

　

も
う
一
つ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
は
、
霊
的
な
も
の
で

ッ
ト
は
、
霊
的
な
も
の
で

す
。
こ
ち
ら
は
理
屈
を
こ
ね

す
。
こ
ち
ら
は
理
屈
を
こ
ね

て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
体
験
か
ら
入
る
こ
と
に
し

は
体
験
か
ら
入
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。幸
い
導
き
役
に
、

ま
し
ょ
う
。幸
い
導
き
役
に
、

「
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
・
フ
ィ
ー
ラ

「
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
・
フ
ィ
ー
ラ

・
オ
オ
ネ
」こ
と
、
大
根
弘
行

・
オ
オ
ネ
」こ
と
、
大
根
弘
行

師
が
お
ら
れ
ま
す
。
宇
宙
、

師
が
お
ら
れ
ま
す
。
宇
宙
、

天
地
に
通
じ
る
エ
ネ
ル
ギ

天
地
に
通
じ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
す
な
わ
ち「
気
」を
求
め

ー
、
す
な
わ
ち「
気
」を
求
め

て
活
躍
し
て
い
る
方
で
す
。

て
活
躍
し
て
い
る
方
で
す
。

　

次
回
は
、
ミ
ス
タ
ー
大
根

　

次
回
は
、
ミ
ス
タ
ー
大
根

師
と
一
緒
に
鎌
倉
の
不
思
議

師
と
一
緒
に
鎌
倉
の
不
思
議

巡
り
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

巡
り
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

１
９
３
８
年
横
浜
生
ま

　

１
９
３
８
年
横
浜
生
ま

　

鎌
倉
市
長
谷
の
長
谷

　

鎌
倉
市
長
谷
の
長
谷

寺
の
観
音
ミ
ュ
ー
ジ

寺
の
観
音
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
５
月

ア
ム
で
５
月
1414
日
ま
で

日
ま
で

「
長
谷
寺
の
ち
ょ
っ
と

「
長
谷
寺
の
ち
ょ
っ
と

む
か
し
展
」
が
開
か
れ

む
か
し
展
」
が
開
か
れ

て
い
る

て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。
日
本

。
日
本

最
大
級
の
十
一
面
観
音

最
大
級
の
十
一
面
観
音

菩
薩
で
知
ら
れ
る
長
谷

菩
薩
で
知
ら
れ
る
長
谷

寺
が
、
幕
末
か
ら
明
治

寺
が
、
幕
末
か
ら
明
治

・
大
正
・
昭
和
の
時
代

・
大
正
・
昭
和
の
時
代

の
中
で
、
地
域
と
と
も
に
ど

の
中
で
、
地
域
と
と
も
に
ど

の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か

の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か

を
写
真
や
絵
図
、
資
料
、
映

を
写
真
や
絵
図
、
資
料
、
映

像
な
ど
で
観
覧
す
る
。

像
な
ど
で
観
覧
す
る
。

　

明
治
の
頃
の
長
谷
寺
参
道

　

明
治
の
頃
の
長
谷
寺
参
道

の
風
景
、
関
東
大
震
災
の
被

の
風
景
、
関
東
大
震
災
の
被

害
状
況
、
観
音
堂
復
興
の
た

害
状
況
、
観
音
堂
復
興
の
た

め
、
用
材
を
山
形
県
か
ら
列

め
、
用
材
を
山
形
県
か
ら
列

車
で
運
搬
す
る
風
景
や
由
比

車
で
運
搬
す
る
風
景
や
由
比

ガ
浜
通
り
を
牛
車
で
運
ぶ
様

ガ
浜
通
り
を
牛
車
で
運
ぶ
様

子
、
本
尊
開
眼
供
養
な
ど
の

子
、
本
尊
開
眼
供
養
な
ど
の

写
真
ほ
か
、
昭
和
の
観
光
パ

写
真
ほ
か
、
昭
和
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
絵
葉
書
な
ど

ン
フ
レ
ッ
ト
や
絵
葉
書
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
。

を
展
示
し
て
い
る
。

　

初
公
開
の
昭
和
初
期
の
フ

　

初
公
開
の
昭
和
初
期
の
フ

ィ
ル
ム
映
像
で
は
、
庶
民
の

ィ
ル
ム
映
像
で
は
、
庶
民
の

く
ら
し
ぶ
り
や
、
冠
婚
葬
祭

く
ら
し
ぶ
り
や
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
様
子
が
う
か
が
え

な
ど
の
様
子
が
う
か
が
え

る
。
長
谷
寺
門
前
の
老
舗
乾

る
。
長
谷
寺
門
前
の
老
舗
乾

物
屋
「
石
渡
源
三
郎
商
店
」

物
屋
「
石
渡
源
三
郎
商
店
」

の
先
代
が
カ
メ
ラ
の
同
好
会

の
先
代
が
カ
メ
ラ
の
同
好
会

で
仲
間
と
撮
影
し
た
６
時
間

で
仲
間
と
撮
影
し
た
６
時
間

以
上
あ
る
映
像
を
約

以
上
あ
る
映
像
を
約
2020
分
に
分
に

編
集
し
、
場
所
な
ど
を
解
説

編
集
し
、
場
所
な
ど
を
解
説

す
る
テ
ロ
ッ
プ
を
付
け
た
。

す
る
テ
ロ
ッ
プ
を
付
け
た
。

　

町
の
風
景
、
海
水
浴
場
、

　

町
の
風
景
、
海
水
浴
場
、

別
荘
族
の
く
ら
し
、
小
学
校

別
荘
族
の
く
ら
し
、
小
学
校

の
運
動
会
、
鎮
守
の
祭
り
、

の
運
動
会
、
鎮
守
の
祭
り
、

白
装
束
に
角
隠
し
の
女
性
衆

白
装
束
に
角
隠
し
の
女
性
衆

と
羽
織
袴
姿
の
男
性
衆
の
葬

と
羽
織
袴
姿
の
男
性
衆
の
葬

儀
の
行
列
、
大
船
撮
影
所
の

儀
の
行
列
、
大
船
撮
影
所
の

俳
優
、
鎌
倉
カ
ー
ニ
バ
ル
な

俳
優
、
鎌
倉
カ
ー
ニ
バ
ル
な

ど
、
当
時
の
活
気
あ
る
生
活

ど
、
当
時
の
活
気
あ
る
生
活

が
実
感
で
き
る
。
問
い
合
わ

が
実
感
で
き
る
。
問
い
合
わ

せ
観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

せ
観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
６
１
０
０

・
６
１
０
０

　

日
本
基
督
教
団
鎌
倉
教
会

　

日
本
基
督
教
団
鎌
倉
教
会

会
堂
（
由
比
ガ
浜
２
―
２
―

会
堂
（
由
比
ガ
浜
２
―
２
―

６
）
の
３
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ

６
）
の
３
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
修
復
の
た
め
、
３
月

ラ
ス
が
修
復
の
た
め
、
３
月

上
旬
取
り
外
さ
れ
た
。

上
旬
取
り
外
さ
れ
た
。

　

会
堂
正
面
講
壇
の
壁
上
部

　

会
堂
正
面
講
壇
の
壁
上
部

に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ

に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
で
、
１
枚
の
大
き
さ
は

ラ
ス
で
、
１
枚
の
大
き
さ
は

横
5454
㌢
、
縦
１
１
０
㌢
ほ
ど

㌢
、
縦
１
１
０
㌢
ほ
ど

の
尖
頭
ア
ー
チ
型
。
中
央
に

の
尖
頭
ア
ー
チ
型
。
中
央
に

十
字
架
と
王
冠
、月
桂
樹
、両

十
字
架
と
王
冠
、月
桂
樹
、両

脇
の
２
枚
に
葡
萄
が
意
匠
さ

脇
の
２
枚
に
葡
萄
が
意
匠
さ

れ
て
い
る

れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

製
作
者
は
知
ら
れ
て
い
な

　

製
作
者
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、

か
っ
た
が
、
1010
年
ほ
ど
前
、

年
ほ
ど
前
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
歴
史
研

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
歴
史
研

究
家
田
中
千
代
さ
ん
が
、

究
家
田
中
千
代
さ
ん
が
、

「
日
本
初
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

「
日
本
初
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
作
家
」
と
言
わ
れ
る
小
川

ス
作
家
」
と
言
わ
れ
る
小
川

三
知
（
１
８
６
７
〜
１
９
２

三
知
（
１
８
６
７
〜
１
９
２

８
年
）
の
作
品
と
し
て
探
し

８
年
）
の
作
品
と
し
て
探
し

当
て
た
。
三
知
の
日
記
に
記

当
て
た
。
三
知
の
日
記
に
記

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

作
品
は
１
９
２
６
年
（
大
正

作
品
は
１
９
２
６
年
（
大
正

1515
）
に
製
作
さ
れ
、
三
知
の

）
に
製
作
さ
れ
、
三
知
の

晩
年
の
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ

晩
年
の
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

同
会
堂
は
、
関
東
大
震
災

　

同
会
堂
は
、
関
東
大
震
災

で
倒
壊
し
た
前
の
建
物
に
か

で
倒
壊
し
た
前
の
建
物
に
か

わ
っ
て
１
９
２
６
年
に
ハ
リ

わ
っ
て
１
９
２
６
年
に
ハ
リ

ス
記
念
鎌
倉
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

ス
記
念
鎌
倉
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
会
堂
と
し
て
建
て
ら
れ

会
会
堂
と
し
て
建
て
ら
れ

た
。
戦
前
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

た
。
戦
前
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
会
堂
の
代
表
例
の
一

ト
教
会
会
堂
の
代
表
例
の
一

つ
で
、
鎌
倉
市
の
景
観
重
要

つ
で
、
鎌
倉
市
の
景
観
重
要

建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い

建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
同
教
会
で
は
会
堂
と
ス

る
。
同
教
会
で
は
会
堂
と
ス

　

由
比
ガ
浜
の
鎮
守
・
葛
原

　

由
比
ガ
浜
の
鎮
守
・
葛
原

岡
神
社
が
３
月
３
日
、
崇
敬

岡
神
社
が
３
月
３
日
、
崇
敬

会
や
商
店
会
ら
の
協
力
で
由

会
や
商
店
会
ら
の
協
力
で
由

比
ガ
浜
海
岸
の
清
掃
作
業
を

比
ガ
浜
海
岸
の
清
掃
作
業
を

し
た
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
神
社
で
は
鎌
倉
の
海
岸

　

同
神
社
で
は
鎌
倉
の
海
岸

の
サ
ク
ラ
貝
を
使
っ
た
御
守

の
サ
ク
ラ
貝
を
使
っ
た
御
守

り
を
授
け
て
い
て
、
日
ご
ろ

り
を
授
け
て
い
て
、
日
ご
ろ

の
海
へ
の
感
謝
と
、
サ
ク
ラ

の
海
へ
の
感
謝
と
、
サ
ク
ラ

貝
の
と
れ
る
き
れ
い
な
海
を

貝
の
と
れ
る
き
れ
い
な
海
を

祈
願
し
て
行
っ
た
も
の
。
１

祈
願
し
て
行
っ
た
も
の
。
１

時
間
ほ
ど
で
ゴ
ミ
は
袋
い
っ

時
間
ほ
ど
で
ゴ
ミ
は
袋
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
作
業
中
、

ぱ
い
に
な
っ
た
。
作
業
中
、

サ
ク
ラ
貝
を
み
つ
け
て
喜
ぶ

サ
ク
ラ
貝
を
み
つ
け
て
喜
ぶ

巫
女
の
姿
も
あ
っ
た
。

巫
女
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

鎌
倉
市
浄
明
寺
の
旧
一
条

　

鎌
倉
市
浄
明
寺
の
旧
一
条

惠
観
山
荘
で
３
月

惠
観
山
荘
で
３
月
1212
日
「
忠

日
「
忠

臣
蔵
茶
会
」
が
開
か
れ
、
約

臣
蔵
茶
会
」
が
開
か
れ
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
た

１
２
０
人
が
参
加
し
た
＝
写
＝
写

真
。
日
仏
茶
道
交
流
会
が
昨

。
日
仏
茶
道
交
流
会
が
昨

年
1212
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
開
催
し

と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
開
催
し

た
茶
会
の
再
現
で
、
現
地
へ

た
茶
会
の
再
現
で
、
現
地
へ

行
か
れ
な
か
っ
た
協
賛
関
係

行
か
れ
な
か
っ
た
協
賛
関
係

者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
松

者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
松

の
廊
下
で
刃
傷
を
成
し
て
切

の
廊
下
で
刃
傷
を
成
し
て
切

腹
と
な
っ
た
浅
野
内
匠
頭
の

腹
と
な
っ
た
浅
野
内
匠
頭
の

命
日
３
月

命
日
３
月
1414
日
に
因
ん
で
開

日
に
因
ん
で
開

か
れ
た
。

か
れ
た
。

　

大
石
内
蔵
助
や
浅
野
内
匠

　

大
石
内
蔵
助
や
浅
野
内
匠

頭
の
書
状
な
ど
の
資
料
や
、

頭
の
書
状
な
ど
の
資
料
や
、

鎌
倉
彫
作
家
・
木
内
史
子
さ

鎌
倉
彫
作
家
・
木
内
史
子
さ

ん
の
桜
文
鉢
な
ど
の
作
品
が

ん
の
桜
文
鉢
な
ど
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
作
家
か
ら
の
解

展
示
さ
れ
、
作
家
か
ら
の
解

説
も
あ
っ
た
。
茶
会
に
は
歴

説
も
あ
っ
た
。
茶
会
に
は
歴

史
に
因
ん
だ
掛
物
、
香
合
、

史
に
因
ん
だ
掛
物
、
香
合
、

茶
杓
や
茶
椀
な
ど
が
用
い
ら

茶
杓
や
茶
椀
な
ど
が
用
い
ら

れ
た
。
在
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

れ
た
。
在
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

大
使
の
モ
ハ
メ
ド
・
ベ
ン
シ

大
使
の
モ
ハ
メ
ド
・
ベ
ン
シ

ェ
リ
フ
氏
は
、
席
主
の
裏
千

ェ
リ
フ
氏
は
、
席
主
の
裏
千

家
・
森
宗
勇
さ
ん
か
ら
の
説

家
・
森
宗
勇
さ
ん
か
ら
の
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

「
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会

「
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会

に
招
か
れ
た
こ
と
を
感
謝
す

に
招
か
れ
た
こ
と
を
感
謝
す

る
」
と
礼
を
述
べ
た
。
旧
久

る
」
と
礼
を
述
べ
た
。
旧
久

留
里
藩
主
黒
田
家
の

留
里
藩
主
黒
田
家
の
1818
代
当
代
当

主
・
黒
田
英
志
さ
ん
（

主
・
黒
田
英
志
さ
ん
（
6969
）

は
「
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な

は
「
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な

気
が
し
た
」
と
話
し
た
。

気
が
し
た
」
と
話
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
忠
臣
蔵
と
鎌

　

森
さ
ん
は
、
忠
臣
蔵
と
鎌

倉
と
の
縁
に
触
れ
仮
名
手
本

倉
と
の
縁
に
触
れ
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
の
第
一
幕
が
鶴
岡
八

忠
臣
蔵
の
第
一
幕
が
鶴
岡
八

幡
宮
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ

幡
宮
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ

と
、
吉
良
上
野
介
の
茶
会
の

と
、
吉
良
上
野
介
の
茶
会
の

情
報
を
山
田
宗
偏
が
も
た
ら

情
報
を
山
田
宗
偏
が
も
た
ら

し
た
こ
と
な
ど
説
明
し
た
。

し
た
こ
と
な
ど
説
明
し
た
。

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
修
復
・
改

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
修
復
・
改

修
費
用
を
募
っ
て
い
る
。
問

修
費
用
を
募
っ
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
同
教
会
☎
０
４
６

い
合
わ
せ
同
教
会
☎
０
４
６

７
・
７
・
2222
・
１
３
４
６

・
１
３
４
６

れ
。
國
學
院
大
学
文
学
部
卒

れ
。
國
學
院
大
学
文
学
部
卒

業
後
、
教
職
に
つ
く
。
現
在

業
後
、
教
職
に
つ
く
。
現
在

は
鎌
倉
の
花
木
、
歴
史
、
史

は
鎌
倉
の
花
木
、
歴
史
、
史

跡
、
文
学
な
ど
を
解
説
す
る

跡
、
文
学
な
ど
を
解
説
す
る

著
述
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

著
述
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
や
寺
社
め
ぐ
り
の
講
師
な

ル
や
寺
社
め
ぐ
り
の
講
師
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。

史跡を案内する筆者史跡を案内する筆者

1

不
思
議
に
満
ち
た
町
「
鎌
倉
」

不
思
議
に
満
ち
た
町
「
鎌
倉
」

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦
さ
ん

大
貫
昭
彦
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
初
期
の
貴
重
な
映
像
な
ど

大
正
時
代
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
補
修
に

大
正
時
代
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
補
修
に

由
比
ガ
浜
の
鎌
倉
教
会
会
堂

由
比
ガ
浜
の
鎌
倉
教
会
会
堂

サ
ク
ラ
貝
の
獲
れ
る

サ
ク
ラ
貝
の
獲
れ
る

き
れ
い
な
海
に

き
れ
い
な
海
に

「
長
谷
寺
の
ち
ょ
っ
と
む
か
し
展
」

「
長
谷
寺
の
ち
ょ
っ
と
む
か
し
展
」

葛
原
岡
神
社
が
海
岸
清
掃

葛
原
岡
神
社
が
海
岸
清
掃

昨
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

昨
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

「
忠
臣
蔵
茶
会
」
を
再
現

「
忠
臣
蔵
茶
会
」
を
再
現

鎌
倉
彫
の
展
示
も

鎌
倉
彫
の
展
示
も

は
じ
め
に

は
じ
め
に

２０１７年（平成２９年）４月１日 第457号 1部　108円 （２）


